







Faint Step Lines in KCl Single Crystal 
Tetsuro NAKATAO， Katsushi SAKATE， Kyoshin NISHIYAMA 
(Received Oct. 15， 1973) 
Step lines， distinct or faint， appear， on cleaved surfaces of a crystal fragment which 
obtained when KCl melt is cooled rapidly in a crucible. In the present paper， the faint 
lines are studied as follows: (1) The lengths of step lines lying inく100>direction and of 
those in isothermal surface， ifthey start directly from the fragment edge， have the sharp 
maximums at the respective portions. (2) Localized parallel step line families are observed. 


































































最大辺長 28mm のものであ り p 同 '~I (b)に写真を，
Fig.2 (a)に概形を示す。 外部境界AB， B C面は
{100}へき開国である。 CD，DA面は互いに垂直で
なめらかな凹凸があるとと もに， く100> とほぼ20度
の角度をなしているから，方位の~なる 2 結171粒の競
合成長面として得られた粒界である。
結晶面ABCDを subgrain-boundary， Pl， P2， 
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( d ) Step lines on the back 









分をb， AB付近を a， CD付近を Cと呼ぶ。 また
subgrain Xlなどを三分して Xl(Xla， Xlb， Xl巴)な
どと書くととにすれば写真観察から次のととが知られ
る。








もに step線も複雑である。 (Aa)特に興味ある step
線として弱いものが並行して集団をなすα，s， rがあ
る。
乙の結晶片の裏面の状態は Fig.2 (d) に示す。






(Bl) a， b， cの区分によっては (Al)と異なり
step線がC領域で判別しやすく b，C領域では薄く














めると Fig.3(a)が得られ次の点が見られる。 等温面方向 (T方向と呼ぶ)の長さを DTと記す。
(Al) 表面についてはなめらかな曲線が得られ， また辺に接していないが一定方向をもっ部分長さで
x=Oにおいて最大値， I x I >4mmでほぼ一定値とな く100>，T方向の長さをdl00，dTと記す。各部分の




きさの間隔の比で示すとほぼ2となる。 (A3)表裏両 その位置は良質部分中である。 (C2)DTは広い範囲に
面を比較すると右端では両者が一致するがほとんどの 分布し不良部分中で弱い極大をもっ口 (C3)dl00， dT 
部分において表面の方が裏面に比べて間隔が約2---3 については特別な系統性はみられない。 (C4)DI00， 
倍広い。 DTともに特定の結晶部分に極大をもち質の良否につ
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( a ) Observed points 
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Light intensity 
Half width (x1O9joule) 
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Observed point mumber 
( c ) 
Fig.4 Optical estimation of the perfection 
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